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包括的な成長発達を目指したものである（栗原，2017）。栗原（2017）は心理的発達が基盤となって社会性が発達するとし，

健全で安定したパーソナリティの発達などの心理的発達を重視する教育相談と，規範意識や自律性などの社会的発達を重視

する生徒指導は不可分であるとしており，こうした包括的な生徒指導アプローチの実践を可能にするためには，教員研修を

通じて支え合い，学び合える教職員集団の形成が求められるとしている。このように，MLA は現行の生徒指導提要（改訂

版）において示されている方針と同様の理念に基づいており，MLA に取り組むことで不登校や非行傾向が減少に向かうこ

とも先行実践では示されている（総社市，2018）。 
チーム学校での生徒指導・教育相談体制にミドルリーダーが果たす役割 
ところで，包括的な生徒指導・教育相談を組織的に進めるにあたり，ミドルリーダーの果たす役割が重要となる。高野（2011）

は，生徒指導には全教職員が取り組むべきであり，ミドルリーダーである生徒指導主事には，全教職員の共通理解を作り上

げるために必要な職能形成が求められるとしている。米沢ら（2014）はミドルリーダーのリーダーシップとその学校での生

徒指導の取組の関連性を検討し，ミドルリーダーのリーダーシップが同僚への配慮を示すことが教職員感の情報共有や家庭・

地域との連携を推進し，生徒指導上の諸課題を抱える子どもへの個別的な対応ができる可能性を示した。加えて米沢ら（2014）
では，キャリアを通じて形成された教職員の力量が生徒指導の予防的・開発的な取り組みや個別対応に影響するとしている。

CSCGA が自国の現状に合わせて展開されている香港では，包括的生徒指導に必要な力量を形成するための教員研修が随時

受けられる体制が整えられている。山崎ら（2011）は，こうした研修を受けた教員が配置されていることで，児童生徒の実

態に即した全人的な発達を目指しつつ学校独自の取り組みが可能になっていることを示している。 
このように，教員研修を通じて生徒指導の力量を高めてきたミドルリーダーのリーダーシップが，支え合い学び合う同僚

性の醸成に不可欠であると考えられる。 
生徒指導・教育相談実践の校内体制の定着における課題 
 一方で，組織的な生徒指導・教育相談実践が，日本に特有の教員人事システムにより定着が阻まれているという実態もあ

る。西山（2008）は生徒指導と不可分である教育相談の定着について，学校における教育相談システムが個人の力量に依存

しているとし，学校での教育相談システムが力量の高い教員の転勤や校務分掌の変更といった事態にも耐えうるように定着・

恒常化し，環境の変化に対応しながら継続するためには，専門性を高める教員研修等で力量を養った教員を経年的に教育相

談のミドルリーダーとしての分掌の担当とすることが有効である可能性を示している。 

本研究の目的 
このように，生徒指導提要（改訂版）に示されるような生徒指導実践を可能にするためには，専門的に力量を身につけた

ミドルリーダーが中心となって同僚性を醸成する必要があるが，具体的にどのように学校の中で展開すれば良いのかについ

ては不透明な部分も多く，特にミドルリーダーのどのような働きが，支え合い学び合う同僚性を形成するのかについて十分

に明らかになっていない。そこで本稿では，日本国内においてこれまで，生徒指導提要（改訂版）に示されているような重

層的な支援構造での生徒指導実践を目指して展開されてきた MLA に関して，ミドルリーダーを中心に校内，そして地域へ

実践上の支え合いや学び合いを広げている A 市のミドルリーダー2 名の事例を取り上げ，組織的かつ効果的な生徒指導実践

に不可欠な支え合い学び合う同僚性の構築にミドルリーダーが果たす役割について示唆を得ることを目的とする。 
 

．方法 
 

 市における 実践の広がり 
A 市は日本の北端に位置し，広大な土地を有する中に位置する政令指定都市である。もともと A 市や近隣の地域では，

MLA の中心的な教育プログラムとして展開されているピア・サポートプログラムの任意研修や実践が一部では広がってい

た。MLA に関連する教員研修としては，教員免許更新講習の開始をきっかけに 2017 年度から 2020 年度まで，教員免許更

新講習として年間約 30 時間の研修が実施されてきた。教員免許更新講習制度の終了に伴い，2021 年度以降は教員免許更新

講習を校内のミドルリーダーが受講したことをきっかけに MLA に取り組んできた B 特別支援学校高等部の校内研修，ある

いは，MLA 研修の提供を担っている公益法人の主催する任意の教員研修（オンライン開催）や，A 市の教員有志による任意
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．まとめ 
 

本稿では，包括的な生徒指導アプローチの実践を可能にするためには，教員研修を通じて支え合い，学び合える教職員集

団の形成が求められることを踏まえ，こうした同僚性を醸成するにはミドルリーダーのどのような役割が有効かを検討して

きた。その結果，生徒指導提要（改訂版）にも示されるような，受容的・支持的・相互扶助的人間関係の形成を意図的に行

うミドルリーダーのもとでは，校内で，そしてそこから派生して他校にも包括的な生徒指導アプローチが広がることが示さ

れた。生徒指導提要（改訂版）の中で示されている同僚性は校内が想定されているだろうが，こうした同僚性はその時点で

校内に在籍する同僚に限ったものではなく，職員風土として根付く可能性や，行政単位の中で同僚や同志として受容的・支

持的・相互扶助的人間関係が形成されることにもつながると考える。学校や校区，校種を超えてこのような同僚性が醸成さ

れるとしたら，その地域での子どもたちの育ちも豊かなものになることは容易に想像できる。一方で，校内や行政区で共通

して包括的な実践に取り組もうとする際，その実践の必要性の認識が弱いと教員のマインドセットが転換しづらく，実践が

広がりにくいケースもある。今後の検討ではこうしたマインドセットの転換をミドルリーダーのどのような働きや役割が促

すのかについても検討が必要であると考える。 
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